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経済学科長 田村 大樹

t-daiju@kitakyu-u.ac.jp

2020年度経済学科
履修登録虎の巻

『履修ガイド』の読み方



はじめに

皆さん、ご入学おめでとうございます。
経済学科長の田村大樹（たむらだいじゅ）と申します。
本来であれば、対面できちんと挨拶するところですが、

今年は新型コロナウィルスのせいで、いまだに皆さんと会
うことができません。
大学の授業をどう受けるか、という事は新入生にとって

はわかりにくいものです。例年詳しく説明する機会を設け
るのですが、今年の新入生はこの「虎の巻」を頼りに、ほ
ぼ自力で第１学期の履修登録を行っていただきます。
困難な時期を無事に乗り越え、元気な皆さんにお目にか

かる日を心より楽しみにしております。
まずは、次のページを読んでください。
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４つの最重要事項
①『履修ガイド』にすべて書いてある

オレンジ色の冊子『履修ガイド』は少し読みにくいですが、必
要な内容はすべて書かれています。熟読してください。この「虎
の巻」はその読み方を説明するものです。

② 履修登録についてネットで相談できる
履修登録でわからないことがあれば、ネットで相談を受け付

けています。（rishu_soudan_keizai@kitakyu-u.ac.jp）
③ 授業が始まってから、間違いを訂正することができる

万一、自力での履修登録で間違ってしまっても、授業が始
まった後に「修正申告期間」があり、間違いを訂正することがで
きます。

④ 授業が始まってからは直接相談する機会がある
ゴールデンウィークが明けの授業開始に合わせて、対面で

の履修相談の窓口を設置します。
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以降の目次

１． 「専門教育科目」 ❺ページ

２． 「年次配当表」を読みこなせ ❾ページ

３． 専門教育科目の必修科目（１年生） ⓭ページ

４． 科目選びはシラバスを見て ⓮ページ

５． 各科目の開講情報は「時間割表」で ⓱ページ

６． クラス分けのある科目 ⓲ページ

７． その他の重要事項 ⓳ページ
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１．カリキュラムの大枠

４年間８学期間（以上）在籍して １２４
単位以上修得すると「卒業」

「基盤教育科目」から４０単位以上、
「専門教育科目」から８４単位以上を修
得する。

履修ガイド p.10
上から５行目5



「基盤教育科目」とは

基盤教育センターが提供

 学部を越えた全学共通の科目です。

 科目の種類と内容については、基盤教育センターの解説
と『履修ガイド』を参照してください。

履修ガイド pp.１３－１４

以上の科目は１年次の必修科目ですので、必ず履修すること。

重要

第１学期 第２学期

「アカデミックスキルズⅠ」

「Communicative English Ⅰ」

「Communicative English Ⅲ」

「Communicative English Ⅱ」

「Communicative English Ⅳ」
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（※留学生は「日本語」Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ） （※留学生は「日本語」Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ）



専門教育科目

「必修科目」 （３６単位以上）

「選択科目Ａ」 （４０単位以上）
うち 「応用経済学系」 （２０単位以上）

「地域・産業系 」 （２０単位以上)

「選択科目Ｂ」 （８単位以上）

計 ８４単位以上

経済学科が提供する科目
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各科目の意味

「必修科目」
経済学科の学生が必ず身につけなければいけない知識を修得
するための科目です。

「選択科目Ａ（応用経済学系、地域・産業系）」
経済学の応用分野の専門知識を修得するために必要なコアと
なる重要科目群です。

「選択科目Ｂ」
経済学をより幅広く理解するために設定されている周辺科目
群です。
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２．「年次配当表」を読みこなせ！！

 ｐ. ６８が「基盤教育科目」のメニュー

 ｐ. ６９が経済学科の「専門教育科目」のメ
ニュー

 縦軸の「区分」は科目の属するカテゴリー

 横軸の「年次」はその科目の年次配当 ＝ その
科目を受講することができる学年、開講学期を
意味する。

履修ガイド pp.６８－６９9

「年次配当表」：『履修ガイド』68-9ページ



「年次配当表」のコツ

 科目名の右横の〇数字 例えば②は「単位数」：
つまり、その授業を受けて「合格」すればもらえるポイ

ント

 科目区分の下の（ ）内の数字 例えば（40）は
「必修単位数」：

つまり、その科目区分から少なくとも獲得しなければ
いけない「単位数」（ポイント数）

 科目名の前の◎は「必修科目」：
必ず授業を受けて修得する必要がある科目
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履修ガイド
p. 68
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「各種『特講』科目は、基本的に隔年で開講する。」
⇒ 履修計画を立てる際に注意すべし！！

履修ガイド
p. 6912



３．専門教育科目の必修科目（１年生）

以上の科目は１年次の必修科目ですので、必ず履修すること。

重要

第１学期 第２学期

「入門演習」
「ミクロ経済学入門」
「マクロ経済学入門」

「数学」
「簿記論」

「経営学入門」

「ミクロ経済学Ⅰ」
「マクロ経済学Ⅰ」

「統計学入門」
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４．科目選びはシラバスを見て

自分が履修しようと考えている科目につ
いては、必ずシラバスを見ましょう。

 シラバスには、各科目の情報が満載
 興味の持てる科目を選ぶようにしましょう

※ただし、新型コロナウィルスの影響で、
今学期は授業方法・内容が相当変わるこ
とが考えられます。
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シラバス例
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「シラバスシステム」の入口
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５．各科目の開講情報は「時間割表」で
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６．クラス分けのある科目
 科目によっては「クラス分け」がなされています。

第１学期 第２学期

専門
科目

「入門演習」
「ミクロ経済学入門」
「マクロ経済学入門」

「数学」
「経営学入門」

（なし）

基盤
科目

「アカデミックスキルズⅠ」
「Communicative English Ⅰ」
「Communicative English Ⅲ」

「Communicative English Ⅱ」
「Communicative English Ⅳ」

それぞれ自分のクラスを確認して、時間割で探してください。18

重要



以下、その他の重要事項
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準備およびチェックするもの

 履修ガイド
 時間割表
 紙と鉛筆
 シラバスシステム
 掲示板

２０２０年度 第１学期

月曜日火曜日水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
１時限
２時限
３時限
４時限
５時限
６時限
７時限

まず、上記のような下書きをつくってみましょう。

２０２０年度 第２学期

月曜日火曜日水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
１時限
２時限
３時限
４時限
５時限
６時限
７時限

（※通常時は大学内設置の掲示板が
中心ですが、今年度は登校が難しい
ため、ＷＥＢ等も十分確認ください。）
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高校までとの違い（履修計画）

高校=「定食」型 大学＝「バイキング」型

• つまり、自分で考えてメニューを組み合わせる必要
がある。

履修ガイド p.２21



進級・卒業というハードル

本学部には進級制度があります。
（３年生になれるか？）

３年生進級のためには６０単位以上
１、２年次の在学期間最大４年間

進級できずに４年間経つと除籍

※休学した期間は在学期間から除かれる

卒業（卒業できるか？）

卒業のためには１２４単位以上
３、４年次の在学期間最大４年間

卒業できずに進級後４年間経つと除籍
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授業について

 授業は１時限９０分間で、月曜日から土曜日まで、
１時限～５時限で行われます。（一部の科目について
は６・７時限）

 学期は「２学期制」。（一部、夏季集中講義あり。）

１時限 ９：００～１０：３０

２時限 １０：４０～１２：１０

３時限 １３：００～１４：３０

４時限 １４：４０～１６：１０

５時限 １６：２０～１７：５０

６時限 １８：００～１９：３０

７時限 １９：４０～２１：１０

履修ガイド p.１23



履修関係の質問・相談の手順

１． 履修ガイドをよく読み、自分で考える

２． 大学からの情報をチェックする
（※通常時は大学内設置の掲示板が中心ですが、今年度は

登校が難しいため、ＷＥＢ等も十分確認ください。）

３． わからないことは関係部門に質問する
（※通常時はクラス担任や学科長が対応可能ですが、今年度は

登校が難しいため、ＷＥＢ等で相談方法を確認ください。）
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○授業の種類：講義と演習など
○単位の計算と履修

授業形態 授業時間（授業回数） 単位数

講義・演習 ３０時間（１５回） ２単位

語学など一部の科目 ３０時間（１５回） １単位

実験・実習・実技 ３０時間（１５回） １単位

授業回数と単位

履修ガイド p.２25



受講申告および上限

 授業を受けて単位を修得するためには、事前の決められ
た期間にＷＥＢを使用して自分で「受講申告」をする必
要があります。

 各学期の受講申告の上限は「２６単位」です。
＝ 初めに単位数を多くとって後で楽をしたり、後から慌

てて沢山とったりすることは出来ません。

履修ガイド p.２

履修ガイド p.３

26



成績について

・成績評価：評価方法等はシラバス参照

成績 評価点 単位付与 ＧＰ

秀（Ｓ） 90点以上 合格 4.0
優（Ａ） 80点以上～90点未満 合格 3.0
良（Ｂ） 70点以上～80点未満 合格 2.0
可（Ｃ） 60点以上～70点未満 合格 1.0
不可（Ｄ） 60点未満 不合格 0.0

評価不能（―） 不合格 0.0
認定（Ｎ） （他大学等で修得） 合格（認定） ―

※授業を履修し、試験に合格すれば、単位修得できる

履修ガイド p.５27



２０２０年４月 経済学科長 田村 大樹

※ なお、ネットでの履修相談窓口を準備しておりますので、
相談のある方は下記アドレスまでメールにてご連絡下さい。

rishu_soudan_keizai@kitakyu-u.ac.jp

※ 大学生活の中心が学修にあることは言いうまでもありません。
しかし、それも健康な心身と安定した生活があってこそです。
履修以外、下記アドレスにて万相談承ります。

t-daiju@kitakyu-u.ac.jp
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